
間
も
な
く
開
幕
、ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン

２
０
２
０
年
に
向
け
て
観
光
産
業
の
役
割
を
内
外
に
発
信

　
公
益
社
団
法
人
日
本
観
光
振
興
協
会（
日
観
振
）と
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
９
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
、昨
年

に
続
い
て
今
年
で
２
回
目
と
な
る
世
界
最
大
級
の
旅
の
祭
典「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
５
」を
東
京・有
明

の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
し
ま
す
。「
新
し
い
旅
が
始
ま
る
。」を
掲
げ
た
昨
年
の〝
ホ
ッ
プ
〞か
ら〝
ス
テ
ッ
プ
〞へ
と

位
置
付
け
る
今
年
は「
動
く
。感
じ
る
。旅
に
な
る
。」を
テ
ー
マ
に
、２
０
２
０
年
に
向
け
て
観
光
産
業
の
果
た
す
重
要
な

役
割
を
国
内
外
に
発
信
す
る
場
と
し
て
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

　今年の“JAPAN NIGHT”は、2020年に開催され
る東京オリンピック・パラリンピックも見据え、国家戦
略特区でもある千代田区の都市空間を活用した「都
市型MICE」を具現化し、国際都市「東京」を舞台に魅
力ある日本の地域コンテンツを発信します。
　具体的には、丸の内エリアにある「行幸通りと丸の
内仲通りの公共都市空間」と「JPタワー」で“JAPAN 
NIGHT”を開催。「行幸通り」は、参加者を迎え入れる
ウエルカムプラザ、「丸の内仲通り」は、趣向を凝らした
体験ができるエクスペリエンスアベニューと位置づ
け、伝統的な祭りやクールJapanなど日本の文化・技
術・デザイン力を体感できる空間として演出を工夫。
産業の国際競争力を強化して国際的な活動拠点の形
成を促進する観点から定められた国家戦略特区を活
用することで、これまでの増上寺や国立博物館などユ
ニークべニューでの交流会から、「ユニークエクスペ
リエンス」を通じて五感に訴えるイベントを目指すこと
になります。

“JAPAN NIGHT”を
丸の内エリアで開催

中
央
ア
ジ
ア
５
カ
国
の

ブ
ー
ス
を
特
集
展
開

　

日
本
全
国
と
世
界
各
国
・
地
域
か
ら

観
光
情
報
が
集
結
す
る
展
示
会
で
は
、

国
内
の
自
治
体
や
観
光
関
連
団
体
・

事
業
者
と
海
外
の
観
光
局
や
航
空
会

社
・
ホ
テ
ル
と
い
っ
た
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

な
ど
合
わ
せ
て
1
1
0
0
以
上
の
出

展
者
が
、
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
た

1
5
0
0
を
超
え
る
ブ
ー
ス
で
独
自
の

情
報
提
供
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
展
開
な

ど
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

海
外
の
展
示
で
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
・
キ
ル
ギ
ス
・
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
・
タ
ジ
キ
ス
タ
ン

の
中
央
ア
ジ
ア
5
カ
国
の
ブ
ー
ス
を
特

集
展
開
し
、
旅
行
商
品
造
成
に
必
要
な

情
報
を
入
手
し
た
り
、
現
地
関
係
者
な

ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
か
ら
は
、
同
国
の
産

業
開
発
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
担

う
投
資
・
開
発
省
が
参
加
し
、
同
省
観

光
部
の
担
当
者
が
現
地
の
観
光
事
情
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
か
ら
は
1
9
9
2
年

に
設
立
さ
れ
た
国
営
企

業
で
あ
る
ウ
ズ
ベ
ク

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
参
加

し
、
同
国
の
観
光
開
発

計
画
な
ど
に
基
づ
く
日

本
か
ら
の
旅
行
者
誘
致

に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
国
・
韓
国
も
反
転
上

昇
へ
一
気
に
加
速

　

ま
た
、
今
年
4
月
に
日
中
韓
観
光
大

臣
会
合
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
二
国
間

で
の
民
間
交
流
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
も
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
改
め

て
、
重
要
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
注
目
さ
れ
る
中
国
と
韓
国
が
、
そ

れ
ぞ
れ
、
20
ブ
ー
ス
と
50
ブ
ー
ス
の
出

展
に
よ
る
増
床
展
開
を
実
現
し
て
い
ま

す
。
日
本
か
ら
韓
国
へ
は
、
J
A
T
A

が
昨
年
12
月
に
1
0
0
0
人
規
模
の
メ

ガ
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
、
韓
国

の
地
方
に
お
け
る
観
光
資
源
や
観
光
素

材
を
掘
り
起
こ
し
、
ソ
ウ
ル
だ
け
に
と

ど
ま
ら
な
い
各
地
へ
の
新
た
な
ツ
ア
ー

商
品
を
開
発
。
中
国
へ
は
、
今
年
5
月

に
3
0
0
0
人
を
超
え
る
日
中
観
光
文

化
交
流
団
が
訪
中
し
て
、
北
京
の
人
民

大
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
日
中
友
好
交
流

大
会
に
参
加
し
、
日
中
間
の
観
光
交
流

拡
大
に
向
け
て
大
き
な
成
果
を
収
め
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ

パ
ン
2
0
1
5
」
で
は
、
日
本
の
海
外

旅
行
市
場
に
と
っ
て
の
重
要
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
中
国
と
韓
国
へ
の

訪
日
旅
行
者
増
加
に
向
け
て
、
一
気
に

流
れ
が
加
速
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
新
規
出
展
国
・
地
域
と
し

て
は
、
南
部
ア
フ
リ
カ
地
域
観
光
機

構
（
8
ブ
ー
ス
）
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

（
5
ブ
ー
ス
）
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

（
5
ブ
ー
ス
）
、
モ
ル
ド
バ
（
1
ブ
ー

ス
）
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
（
1
ブ
ー

ス
）
、
タ
ヒ
チ
（
1
ブ
ー
ス
）
が
あ
る



直前特集

　今年から新たな地域連携プログラムとして、プレ
ミアム・デスティネーション・パートナーの新協賛カテ
ゴリーも設定されました。これは、海外・国内各地
域のプロモーション施策などと連動し、「ツーリズム
EXPOジャパン」事業とのパートナーシップの深耕
を図るものです。
　初回となる今年は、来春に北海道新幹線開業
を控え、夏にはデスティネーションキャンペーンも実
施される青森県による協賛が決定しています。

新たな地域連携プログラムもスタート

ほ
か
、
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
が
海
外
か
ら

の
出
展
と
し
て
は
最
大
規
模
と
な
る
60

ブ
ー
ス
を
展
開
し
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
米
国
を
強
力
に
訴
求

し
ま
す
。

「
美
し
い
村
」で
写
真
展

と
セ
ミ
ナ
ー

　

さ
ら
に
、今
年
6
月
に「
美
し
い
村

30
選
」を
発
表
し
た
J
A
T
A
の
チ
ー

ム
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
観
光
促
進
協
議
会
は
、

展
示
会
場
内
に
設
営
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ブ
ー
ス
で「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
し
い
村

30
選
写
真
展
」を
開
催
す
る
と
同
時

に
、「
美
し
い
村
30
選
」を
中
心
と
し
た

観
光
素
材
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど
に
つ
い
て

業
界
関
係
者
と
一
般
消
費
者
向
け
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。チ
ー
ム
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て

「
美
し
い
村
30
選
」の
認
知
度
向
上
と

魅
力
の
P
R
を
図
る
予
定
で
す
。「
美

し
い
村
30
選
」は
、旅
行
会
社
の
社
員

約
3
0
0
人
が
、⑴
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
開
発
の
観
点
か
ら
、メ
デ
ィ
ア
へ
の
露

出
度
も
低
く
こ
れ
ま
で
商
品
化
さ
れ

て
い
な
い
、⑵
旅
行
会
社
の
視
点
か
ら

消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
魅
力
が
あ

る
、な
ど
の
基
準
で
選
定
。既
に
、チ
ー

ム
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
メ
ン
バ
ー
旅
行
会
社
16

社
が
、企
画
対
象
と
な
る
村
を
決
定
し

て
下
見
を
実
施
し
て
お
り
、「
ツ
ー
リ
ズ

ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
5
」で

の
写
真
展
や
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、旅

行
業
界
と
消
費
者
の
双
方
に「
美
し
い

村
30
選
」へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

2
0
1
6
年
上
期
に
商
品
を
発
表
す

る
予
定
で
す
。

注
目
さ
れ
る
国
内
出
展

の
積
極
的
な
拡
大

　

国
内
・
訪
日
関
連
の
展
示
で
は
、
単

独
及
び
広
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め

て
47
都
道
府
県
の
全
て
が
出
展
。
北
海

道
新
幹
線
の
開
業
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
日
本
各
地
の
風
土

や
文
化
の
中
で
育
ま
れ
た
伝
統
的
工
芸

品
の
実
演
・
紹
介
な
ど
と
観
光
を
組
み

合
わ
せ
て
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
伝

統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
に
よ
る
展

開
や
、
訪
日
観
光
の
活
性
化
に
向
け
て

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
訴
求
・

発
信
を
図
る
ジ
ャ
パ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
主
管
に
よ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
向
け
テ
ー
マ
展
示
と
い
っ
た

取
り
組
み
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ

ン
」
営
業
・
展
示
部
会
長
を
務
め
る
東

日
本
旅
客
鉄
道
・
鉄
道
事
業
本
部
営
業

部
の
高
橋
敦
司
担
当
部
長
は
、
「
昨
年

の
時
点
で
は
様
子
見
と
い
う
観
も
あ
っ

た
国
内
の
自
治
体
や
団
体
な
ど
が
、
海

外
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
積
極
的
な
ブ
ー
ス

展
開
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
出
展
空

間
を
広
域
で
使
っ
た
り
、
垂
直
の
ス

ペ
ー
ス
活
用
を
工
夫
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
か
ら

一
歩
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
」
と
語

り
、
〝
統
合
効
果
〞
が
具
体
的
な
形
と

な
っ
て
き
た
今
年
の
展
示
会
に
期
待
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
新
規
出
展
す
る
岐
阜
県

と
愛
知
県
が
、
そ
れ
ぞ
れ
10
ブ
ー
ス
と

6
ブ
ー
ス
の
展
開
を
行
う
ほ
か
、
昨
年

は
国
内
で
最
大
規
模
の
出
展
だ
っ
た
沖

縄
県
が
50
ブ
ー
ス
か
ら
60
ブ
ー
ス
に
規

模
を
拡
大
。
、
富
山
県
や
奈
良
県
、
栃

木
県
、
西
武
グ
ル
ー
プ
な
ど
も
ブ
ー
ス

展
開
を
強
化
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
ま

す
。観

光
産
業
の
地
位
向
上

へ
新
た
な
顕
彰
事
業

　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン

2
0
1
5
」で
は
、国
内・海
外・訪
日
旅

行
の
各
領
域
に
お
よ
ぶ
観
光
分
野
に
お

け
る
日
本
の
代
表
的
な
権
威
あ
る
賞
と

し
て
、観
光
顕
彰
事
業「
ジ
ャ
パ
ン・ツ
ー
リ

ズ
ム・ア
ワ
ー
ド
」が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
顕
彰
事
業
で
は
、国
内・訪
日
領

域
、海
外
領
域
の
ほ
か
に
、国
連
世
界
観

光
機
関（
U
N
W
T
O
）部
門
賞
も
設
定

さ
れ
、国
際
的
な
機
関
と
の
連
携
強
化

を
通
じ
た
グ
ロ
ー
バル
な
展
開
を
実
現
し
、

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
」の
国

内
外
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
を

図
る
と
同
時
に
、顕
彰
事
業
全
体
を
通

じ
て
観
光
産
業
の
地
位
や
価
値
の
向
上

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ティムール朝で「青の都」と呼ばれ栄華を極めたサマ
ルカンドのレギスタン広場（ウズベキスタン）

中央アジアで最も昔の面影を残すと言われるヒワのイ
チャン・カラ（ウズベキスタン）

2003 年に世界遺産登録された中央アジア最大の聖地で
あるホージャ・アフメッド・ヤサウィ廟（カザフスタン）

谷間を囲むように牧草地が広がる典型的なチロルの
町・レッヒ（オーストリア）

フランスとドイツの文化の十字路となったアルザスの
村・リクヴィル（フランス）


